
まったり～

近代（明治～昭和初期近代（明治～昭和初期）現代（太平洋戦争後）現代（太平洋戦争後） 近代（明治～昭和初期現代（太平洋戦争後）

１
２
０
年
前
（
西
暦
１
８
９
４
）　　

日
清
戦
争
。
遠
刈
田
温
泉
、
日
清
戦
争
傷
病
兵
の
転
地
療
養
所
に
指
定　
　

噴
火
。
上
山
で
降
灰

１
１
９
年
前
（
西
暦
１
８
９
５
）　　

噴
火
。
柴
田
郡
小
野
ま
で
降
灰
。
峩
々
温
泉
流
失
。
白
石
川
の
魚
中
毒
死
。
地
質
学
者
巨
智
部
博
士
が
現
地
踏
査

１
１
８
年
前
（
西
暦
１
８
９
６
）　　

御
釜
の
湖
水
灰
色
。
中
央
よ
り
蒸
気
上
が
る
。
硫
黄
臭
甚
だ
し
い
。
御
釜
氾
濫　
　

明
治
三
陸
地
震

１
１
７
年
前
（
西
暦
１
８
９
７
）　　

噴
煙
。
鳴
動

１
１
０
年
前
（
西
暦
１
９
０
４
）　　

日
露
戦
争
。
遠
刈
田
温
泉
、
日
露
戦
争
傷
病
兵
の
転
地
療
養
所
に
指
定

１
０
９
年
前
（
西
暦
１
９
０
５
）　　

蔵
王
刈
田
嶺
神
社
に
『
敬
明
講
図
』
奉
納
さ
れ
る

１
０
８
年
前
（
西
暦
１
９
０
６
）　　

小
活
動

１
０
１
年
前
（
西
暦
１
９
１
３
）　　

御
釜
の
湖
水
る
り
色
か
ら
乳
白
色
に
変
化

１
０
０
年
前
（
西
暦
１
９
１
４
）　　

第
一
次
世
界
大
戦

９
６
年
前
（
西
暦
１
９
１
８
）　　
　

御
釜
中
央
か
ら
ガ
ス
噴
出　
　

仙
台
二
中
生
徒
、
蔵
王
登
山
中
に
遭
難

９
２
年
前
（
西
暦
１
９
２
２
）　　
　

軽
便
鉄
道
、
大
河
原
〜
遠
刈
田
の
全
線
開
通
。
小
野
さ
つ
き
訓
導
殉
職

９
１
年
前
（
西
暦
１
９
２
３
）　　
　

関
東
大
震
災　
　

御
釜
中
央
か
ら
の
ガ
ス
噴
出
、
強
ま
る
（
そ
の
後
、
次
第
に
弱
ま
る
）

９
０
年
前
（
西
暦
１
９
２
４
）　　
　

賽
ノ
磧
付
近
に
『
蔵
王
ス
キ
ー
場
』
オ
ー
プ
ン
。
第
１
回
『
蔵
王
マ
ラ
ソ
ン
』
開
催
（
遠
刈
田
〜
山
頂
〜
山
形
）

８
６
年
前
（
西
暦
１
９
２
８
）　　
　

西
暦
１
９
１
８
年
か
ら
続
い
た
ガ
ス
噴
出
収
ま
る

８
１
年
前
（
西
暦
１
９
３
３
）　　
　

昭
和
三
陸
地
震

７
７
年
前
（
西
暦
１
９
３
７
）　　
　

日
中
戦
争
開
戦　
　

軽
便
鉄
道
廃
線

７
５
年
前
（
西
暦
１
９
３
９
）　　
　

御
釜
中
央
か
ら
ガ
ス
噴
出

７
４
年
前
（
西
暦
１
９
４
０
）　　
　

五
色
岳
鳥
地
獄
に
新
噴
気
孔
が
で
き
小
噴
火
。
御
釜
の
壁
が
崩
れ
て
湖
水
が
あ
ふ
れ
出
し
、
松
川
の
魚
中
毒
死

７
３
年
前
（
西
暦
１
９
４
１
）　　
　

太
平
洋
戦
争
開
戦

７
０
年
前
（
西
暦
１
９
４
４
）　　
　

遠
刈
田
温
泉
に
東
京
浅
草
区
の
学
童
疎
開
受
け
入
れ

６
９
年
前
（
西
暦
１
９
４
５
）　　
　

太
平
洋
戦
争
終
戦
。
復
員
者
に
よ
る
蔵
王
開
拓
は
じ
ま
る

６
４
年
前
（
西
暦
１
９
５
０
）　　
　

日
本
観
光
地
百
選　

山
岳
部
門
第
１
位
に
『
蔵
王
』
選
定

５
９
年
前
（
西
暦
１
９
５
５
）　　
　

蔵
王
町
誕
生

５
７
年
前
（
西
暦
１
９
５
７
）　　
　

振
子
沢
付
近
に
新
噴
気
孔
。
蒸
気
が
噴
出　
　

か
も
し
か
温
泉
（
白
雲
山
荘
）
開
業

５
４
年
前
（
西
暦
１
９
６
０
）　　
　

蔵
王
火
山
付
近
で
地
震
・
鳴
動

５
２
年
前
（
西
暦
１
９
６
２
）　　
　

地
震
・
鳴
動
。
振
子
沢
噴
気
孔
か
ら
酸
性
水
が
流
出
。
松
川
の
魚
中
毒
死　
　

 

蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
開
通

５
０
年
前
（
西
暦
１
９
６
４
）　　
　

蔵
王
ハ
イ
ラ
イ
ン
開
通　
　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

４
８
年
前
（
西
暦
１
９
６
６
）　　
　

振
子
沢
で
温
泉
湧
き
出
す

４
３
年
前
（
西
暦
１
９
７
１
）　　
　

蔵
王
少
年
自
然
の
家
開
所　
　

鳴
動

４
２
年
前
（
西
暦
１
９
７
２
）　　
　

鳴
動

４
１
年
前
（
西
暦
１
９
７
３
）　　
　

東
北
自
動
車
道
白
石
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
業

４
０
年
前
（
西
暦
１
９
７
４
）　　
　

蔵
王
山
頂
の
刈
田
嶺
神
社
奥
宮
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
て
新
築
建
立

３
６
年
前
（
西
暦
１
９
７
８
）　　
　

宮
城
県
沖
地
震

３
５
年
前
（
西
暦
１
９
７
９
）　　

    

み
や
ぎ
蔵
王
え
ぼ
し
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

３
３
年
前
（
西
暦
１
９
８
１
）　　
　

振
子
沢
噴
気
孔
、
わ
ず
か
な
活
動

３
２
年
前
（
西
暦
１
９
８
２
）　　
　

東
北
新
幹
線
白
石
蔵
王
駅
開
業

３
０
年
前
（
西
暦
１
９
８
４
）　　
　

熊
野
岳
南
東
５
㎞
で
地
震
多
発

２
５
年
前
（
西
暦
１
９
８
９
）　　
　

消
費
税
導
入
（
税
率
３
％
）

２
４
年
前
（
西
暦
１
９
９
０
）　　
　

御
釜
〜
刈
田
岳
付
近
で
地
震
多
発

２
２
年
前
（
西
暦
１
９
９
２
）　　
　

不
忘
岳
西
方
、
山
頂
付
近
で
地
震
多
発

１
９
年
前
（
西
暦
１
９
９
５
）　　
　

阪
神
淡
路
大
震
災　
　

不
忘
岳
付
近
、
熊
野
岳
北
西
10
㎞
で
地
震
多
発

１
３
年
前
（
西
暦
２
０
０
１
）　　
　

ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
同
時
多
発
テ
ロ

１
０
年
前
（
西
暦
２
０
０
４
）　　
　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
足
。『
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
』
認
定
開
始　
　

 

蔵
王
町
ふ
る
さ
と
文
化
会
館
オ
ー
プ
ン

７
年
前
（
西
暦
２
０
０
７
）　　
　
　

日
本
の
地
質
百
選
に
『
蔵
王
火
山
』
選
定

６
年
前
（
西
暦
２
０
０
８
）　　
　
　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
発
足
。『
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
』
認
定
、
及
び
『
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
』
へ
の
推
薦
を
開
始

４
年
前
（
西
暦
２
０
１
０
）　　
　
　

蔵
王
火
山
に
お
け
る
火
山
性
微
動
観
測
体
制
整
備

３
年
前
（
西
暦
２
０
１
１
）　　
　
　

東
日
本
大
震
災

１
年
前
（
西
暦
２
０
１
３
）　　
　
　

蔵
王
火
山
で
火
山
性
微
動
初
観
測　
　

ざ
お
う
さ
ま
登
場

２０世紀２１世紀 2000 1900

⑭
蔵
王
の
地
名
と
信
仰
登
山

⑯蔵王



江戸時代江戸時代期）近代（明治～昭和初期） 江戸時代期）

３
９
１
年
前
（
西
暦
１
６
２
３
）　　

噴
火
・
鳴
動
・
降
灰

３
９
０
年
前
（
西
暦
１
６
２
４
）　　

噴
火
。
刈
田
・
柴
田
・
名
取
の
３
郡
で
大
量
の
降
灰
。
伊
達
宗
高
公
、
刈
田
山
頂
で
鎮
火
祈
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

平
沢
湯
口
の
温
泉
、
冷
泉
に
変
わ
る 　
　

 

３
８
８
年
前
（
西
暦
１
６
２
６
）　　

伊
達
宗
高
公
、
天
然
痘
に
か
か
り
死
去
。
村
田
城
下
龍
島
院
に
葬
ら
れ
る

３
８
４
年
前
（
西
暦
１
６
３
０
）　　

噴
火
・
鳴
動

３
７
７
年
前
（
西
暦
１
６
３
７
）　　

島
原
の
乱

３
７
３
年
前
（
西
暦
１
６
４
１
）　　

噴
火

３
４
６
年
前
（
西
暦
１
６
６
８
）　　

噴
火

３
６
５
年
前
（
西
暦
１
６
６
９
）　　

噴
火
。
刈
田
・
柴
田
・
名
取
の
３
郡
で
大
量
の
降
灰

３
６
４
年
前
（
西
暦
１
６
７
０
）　　

噴
火
。
遠
方
ま
で
降
灰

３
２
９
年
前
（
西
暦
１
６
８
５
）　　

生
類
憐
み
の
令

３
２
５
年
前
（
西
暦
１
６
８
９
）　　

松
尾
芭
蕉
、
奥
の
細
道
を
執
筆

３
２
０
年
前
（
西
暦
１
６
９
４
）　　

噴
火
。
御
釜
の
毒
水
が
あ
ふ
れ
宮
城
・
山
形
両
県
の
流
域
に
大
被
害
。
山
頂
蔵
王
大
権
現
社
、
焼
失

３
１
２
年
前
（
西
暦
１
７
０
２
）　　

赤
穂
浪
士
、
吉
良
上
野
介
の
屋
敷
に
討
ち
入
り

３
０
１
年
前
（
西
暦
１
７
１
３
）　　

平
沢
日
吉
神
社
本
殿
建
立
（
蔵
王
町
内
に
現
存
す
る
最
古
の
木
造
建
築
物
）

２
９
８
年
前
（
西
暦
１
７
１
６
）　　

徳
川
吉
宗
、
享
保
の
改
革
を
行
う

１
９
６
年
前
（
西
暦
１
７
１
８
）　　

刈
田
嶺
神
社
本
殿
建
立

２
８
２
年
前
（
西
暦
１
７
３
２
）　　

享
保
の
飢
饉

２
７
０
年
前
（
西
暦
１
７
４
４
）　　

七
日
原
牧
場
開
設
（
前
年
の
軍
馬
増
産
命
令
を
受
け
て
設
立
）

２
６
１
年
前
（
西
暦
１
７
５
３
）　　

曲
竹
・
我
妻
家
住
宅
建
築

２
５
９
年
前
（
西
暦
１
７
５
５
）　　

宝
暦
の
飢
饉

約
２
５
０
年
前　
　
　
　
　
　
　
　

  

こ
の
頃
か
ら
、
庶
民
の
間
で
『
蔵
王
の
御
山
参
り
』
が
流
行
し
出
す

２
５
２
年
前
（
西
暦
１
７
６
２
）　　

平
沢
領
主
高
野
倫
兼
、
蔵
王
登
山
を
行
う
（
高
野
家
記
録
）

２
４
０
年
前
（
西
暦
１
７
７
４
）　　

杉
田
玄
白
ら
『
解
体
新
書
』
を
出
版

２
３
０
年
前
（
西
暦
１
７
８
４
）　　

天
明
の
飢
饉

２
２
１
年
前
（
西
暦
１
７
９
３
）　　

寛
政
大
地
震

２
２
０
年
前
（
西
暦
１
７
９
４
）　　

噴
火
。
山
形
・
天
童
・
楯
岡
・
尾
花
沢
・
大
石
田
で
降
灰
。
宮
城
県
側
で
は
降
灰
な
し

２
１
８
年
前
（
西
暦
１
７
９
６
）　　

噴
火

２
１
５
年
前
（
西
暦
１
７
９
９
）　　

西
暦
１
７
９
４
年
以
降
続
い
て
い
た
噴
火
が
収
ま
る

２
１
４
年
前
（
西
暦
１
８
０
０
）　　

伊
能
忠
敬
、
日
本
地
図
作
成
の
測
量
開
始

２
１
０
年
前
（
西
暦
１
８
０
４
）　　

噴
火

２
０
６
年
前
（
西
暦
１
８
０
８
）　　

平
沢
領
主
高
野
統
兼
、
北
海
道
・
千
島
列
島
国
後
島
の
警
護
に
つ
く

２
０
５
年
前
（
西
暦
１
８
０
９
）　　

小
村
崎
・
奥
平
家
住
宅
建
築　
　

噴
火
。
片
倉
家
で
鎮
火
祈
願
。
毒
水
に
よ
り
阿
武
隈
川
の
魚
が
中
毒
死

２
０
３
年
前
（
西
暦
１
８
１
１
）　　

噴
煙
止
ま
ず

１
９
４
年
前
（
西
暦
１
８
２
０
）　　

鳴
動
。
濁
川
20
尺
ほ
ど
増
水
。
近
傍
に
硫
黄
堆
積

１
９
３
年
前
（
西
暦
１
８
２
１
）　　

噴
火　
　
『
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
（
伊
能
図
）』
完
成　

１
８
４
年
前
（
西
暦
１
８
３
０
）　　

噴
火

１
８
３
年
前
（
西
暦
１
８
３
１
）　　

噴
火
。
こ
の
時
の
噴
火
で
御
釜
が
大
き
く
広
が
っ
た
と
の
記
録
も
あ
る

１
８
２
年
前
（
西
暦
１
８
３
２
）　　

噴
火
。
降
灰
・
毒
水
の
被
害
あ
り
。
清
光
院
に
て
毒
水
除
け
・
五
穀
成
就
の
祈
願
を
行
う

１
６
１
年
前
（
西
暦
１
８
５
３
）　　

ペ
リ
ー
来
航

１
６
０
年
前
（
西
暦
１
８
５
４
）　　

開
国
。
日
米
和
親
条
約
を
締
結

１
４
９
年
前
（
西
暦
１
８
６
５
）　　

遠
刈
田
の
修
験
・
嶽
之
坊
山
人
久
方
、
青
麻
山
西
嶺
及
び
岩
崎
山
に
あ
け
ら
明
神
を
祭
る

１
４
７
年
前
（
西
暦
１
８
６
７
）　　

峩
々
温
泉
開
業　
　

鳴
動
。
御
釜
沸
騰
。
濁
川
増
水
し
犠
牲
者
３
名
、
流
域
の
魚
中
毒
死

１
４
６
年
前
（
西
暦
１
８
６
８
）　　

御
釜
の
水
残
ら
ず
干
上
が
っ
た　
　

戊
辰
戦
争
。
明
治
維
新

１
４
３
年
前
（
西
暦
１
８
６
９
）　　

神
仏
判
然
令
発
布　

蔵
王
大
権
現
社
、
水
分
神
社
と
な
る

１
４
２
年
前
（
西
暦
１
８
７
２
）　　

日
本
初
の
鉄
道
開
業
（
新
橋
〜
横
浜
間
）

１
４
１
年
前
（
西
暦
１
８
７
３
）　　

小
噴
火

１
３
９
年
前
（
西
暦
１
８
７
５
）　　

遠
刈
田
水
分
神
社
、
蔵
王
刈
田
嶺
神
社
に
改
称

１
２
７
年
前
（
西
暦
１
８
８
７
）　　

東
北
本
線
白
石
駅
開
業

１
２
６
年
前
（
西
暦
１
８
８
８
）　　

五
色
岳
近
辺
で
硫
黄
鉱
山
開
業
（
川
音
鉱
山
）

１
２
５
年
前
（
西
暦
１
８
８
９
）　　

市
町
村
制
施
行
。
円
田
村
・
宮
村
で
き
る

１７世紀１８世紀１９世紀 1800 1700

⑨
寛
永
の
大
噴
火
〜
村
田
城
主
伊
達
宗
高
公
〜

⑩
ア
ラ
不
思
議
!?
温
泉
が
冷
泉
に
！

⑬
ジ
オ
と
レ
キ
シ
と
大
根
と

⑭
蔵
王
の
地
名
と
信
仰
登
山

⑮『
聖
地
』
と
『
鉱
山
』
仲
良
く
同
居
!?

王の噴火、初撮影！ ⑫ちょっと休んでまた起きて…



平平安時代鎌倉時代鎌倉時代室町時代室町時代戦国時代戦国時代安土桃山時代安土桃山時代 平鎌倉時代室町時代戦国時代安土桃山時代

９
９
８
年
前
（
西
暦
１
０
１
６
）　　

藤
原
道
長
、
摂
政
に
な
る

９
６
３
年
前
（
西
暦
１
０
５
１
）　　

奥
州
前
九
年
の
役

９
６
１
年
前
（
西
暦
１
０
５
３
）　　

平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

９
３
１
年
前
（
西
暦
１
０
８
３
）　　

奥
州
後
三
年
の
役

８
９
０
年
前
（
西
暦
１
１
２
４
）　　

奥
州
藤
原
氏
、
中
尊
寺
に
金
色
堂
建
立

約
８
６
０
年
前　
　
　
　
　
　
　
　

  

奥
州
藤
原
氏
、
平
沢
丈
六
の
地
に
丈
六
阿
弥
陀
如
来
像
を
祭
る

約
８
５
０
年
前　
　
　
　
　
　
　
　

  

こ
の
頃
、
刈
田
嶺
神
社
が
奥
州
藤
原
氏
の
保
護
を
受
け
る

８
４
７
年
前
（
西
暦
１
１
６
７
）　　

平
清
盛
、
太
政
大
臣
に
な
る

８
３
２
年
前
（
西
暦
１
１
８
２
）　　

噴
火
に
よ
り
上
山
安
楽
院
の
御
宮
が
破
壊
さ
れ
る
（
安
楽
院
縁
起
）

約
８
３
０
年
前　

                        　
    

こ
の
頃
、
山
頂
に
蔵
王
大
権
現
が
祭
ら
れ
『
蔵
王
山
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
青
麻
山
麓
に
願
行
寺
建
立
？

８
２
９
年
前
（
西
暦
１
１
８
５
）　　

平
家
滅
亡
（
壇
ノ
浦
の
合
戦
）

８
２
５
年
前
（
西
暦
１
１
８
９
）　　

奥
州
藤
原
氏
滅
亡
（
文
治
の
役
）

８
２
２
年
前
（
西
暦
１
１
９
２
）　　

源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

約
８
０
０
年
前　
　
　
　
　
　
　
　

  

五
色
岳
、
火
口
が
現
在
の
御
釜
の
位
置
に
移
動

７
８
４
年
前
（
西
暦
１
２
３
０
）　　

噴
火
。
柴
田
郡
ま
で
火
山
弾
が
飛
来
。
火
山
弾
が
鎌
倉
将
軍
家
に
献
上
さ
れ
る
（
吾
妻
鏡
）

約
７
６
０
年
前　
　
　
　
　
　
　
　

  

町
域
内
の
小
村
崎
地
区
で
木
地
工
房
を
伴
っ
た
屋
敷
が
営
ま
れ
る
（
十
郎
田
遺
跡
）

７
４
０
年
前
（
西
暦
１
２
７
４
）　　

元
寇
（
文
永
の
役
）

７
３
３
年
前
（
西
暦
１
２
８
１
）　　

元
寇
（
弘
安
の
役
）

約
７
２
０
〜
６
８
０
年
前　
　
　
　

  

町
域
内
の
宮
地
区
で
武
士
の
館
が
営
ま
れ
る
（
持
長
寺
遺
跡
）

６
８
３
年
前
（
西
暦
１
３
３
１
）　　

吉
田
兼
好
、
徒
然
草
を
執
筆

６
８
１
年
前
（
西
暦
１
３
３
３
）　　

小
村
崎
の
武
士
・
奥
平
家
、
北
畠
顕
家
（
南
朝
方
）
か
ら
出
兵
要
請
を
受
け
る　
　

倉
幕
府
滅
亡

６
７
９
年
前
（
西
暦
１
３
３
５
）　　

曲
竹
の
武
士
・
我
妻
家
、
南
朝
方
か
ら
出
兵
要
請
を
受
け
る

６
７
８
年
前
（
西
暦
１
３
３
６
）　　

朝
廷
が
南
朝
・
北
朝
に
分
裂
、
対
立
す
る

６
７
６
年
前
（
西
暦
１
３
３
８
）　　

足
利
尊
氏
、
室
町
幕
府
を
開
く

約
６
６
０
年
前　

                         　

   

宗
久
、
紀
行
文
『
都
の
苞
』
執
筆
（「
百
年
ほ
ど
の
間
、
蔵
王
火
山
で
噴
煙
が
上
が
り
続
け
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
）

６
２
２
年
前
（
西
暦
１
３
９
２
）　　

南
北
朝
の
合
一

６
１
６
年
前
（
西
暦
１
３
９
８
）　　

金
閣
寺
建
立

５
８
６
年
前
（
西
暦
１
４
２
８
）　　

史
上
初
め
て
の
大
規
模
な
土
一
揆
が
発
生
（
正
長
の
徳
政　

一
揆
）

５
４
７
年
前
（
西
暦
１
４
６
７
）　　

応
仁
の
乱
。
戦
国
時
代
へ

５
２
５
年
前
（
西
暦
１
４
８
９
）　　

銀
閣
寺
建
立

約
５
０
０
年
前　
　
　
　
　
　
　
　

  

刈
田
嶺
神
社
、
青
麻
山
の
麓
か
ら
現
在
地
に
移
設

４
７
１
年
前
（
西
暦
１
５
４
３
）　　

鉄
砲
伝
来

４
６
５
年
前
（
西
暦
１
５
４
９
）　　

キ
リ
ス
ト
教
伝
来

４
３
２
年
前
（
西
暦
１
５
８
２
）　　

本
能
寺
の
変

４
２
７
年
前
（
西
暦
１
５
８
７
）　　

願
行
寺
四
十
八
坊
の
う
ち
宮
本
坊
、
伊
達
政
宗
の
申
付
け
に
よ
る
宝
池
山
蓮
蔵
寺
に
改
め
る

４
２
４
年
前
（
西
暦
１
５
９
０
）　　

伊
達
政
宗
、
小
田
原
参
陣
。
豊
臣
秀
吉
に
臣
従
す
る

４
２
３
年
前
（
西
暦
１
５
９
１
）　　

刈
田
郡
、
蒲
生
氏
郷
領
に
な
る

約
４
２
０
年
前　
　
　
　
　
　
　
　

  

岩
崎
山
金
鉱
山
で
金
の
採
掘
は
じ
ま
る

４
１
９
年
前
（
西
暦
１
５
９
５
）　　

刈
田
郡
、
上
杉
景
勝
領
に
な
る

４
１
４
年
前
（
西
暦
１
６
０
０
）　　

関
ヶ
原
の
合
戦
。
伊
達
政
宗
、
上
杉
市
の
城
と
な
っ
て
い
た
白
石
城
を
攻
略

４
１
３
年
前
（
西
暦
１
６
０
１
）　　

刈
田
郡
、
伊
達
政
宗
領
に
な
る　
　

遠
刈
田
温
泉
発
見
（
伝
説
）

４
１
２
年
前
（
西
暦
１
６
０
２
）　　

永
野
宿
・
猿
鼻
宿
（
花
町
）
造
ら
れ
る

４
１
１
年
前
（
西
暦
１
６
０
３
）　　

徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

４
０
３
年
前
（
西
暦
１
６
１
１
）　　

慶
長
の
大
地
震

３
９
９
年
前
（
西
暦
１
６
１
５
）　　

大
阪
夏
の
陣
。
豊
臣
家
滅
亡

３
９
４
年
前
（
西
暦
１
６
２
０
）　　

噴
火

１１世紀１２世紀１３世紀１４世紀１５世紀１６世紀1600 1500 1400 1300 1200 1100

④『
蔵
王
山
』
の
誕
生

⑰
忘
れ
ち
ゃ
イ
ケ
な
い
青
麻
山

⑤
蔵
王
火
山
、
最
古
の
活
動
記
録

⑥
御
釜
誕
生
！
ジ
ツ
は
２
代
目
!?

⑦
黄
金
ザ
ク
ザ
ク
！
岩
崎
山

⑧
ハ
ッ
ケ
ン
！
遠
刈
田
温
泉



弥生時代弥生時代古墳時代古墳時代飛鳥時代飛鳥時代奈良時代奈良時代平安時代平安時代 弥生時代古墳時代飛鳥時代奈良時代平安時代

約
２
０
０
０
年
前　
　
　
　
　
　
　

  

町
域
内
で
最
古
の
稲
作
痕
跡
（
籾
殻
の
跡
が
つ
い
た
土
器
）（
東
根
・
大
橋
遺
跡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

五
色
岳
付
近
の
凹
地
の
東
部
で
噴
火
が
は
じ
ま
り
、
五
色
岳
が
成
長
し
は
じ
め
る

約
２
０
０
０
〜
１
５
０
０
年
前　
　

  

五
色
岳
、
標
高
１
５
０
０
ｍ
ほ
ど
ま
で
成
長
。
こ
の
時
期
、
火
口
か
ら
や
や
西
方
に
移
動
す
る

１
９
５
７
年
前
（
西
暦
５
７
）　　
　

倭
の
奴
国
王
、
後
漢
の
光
武
帝
よ
り
金
印
を
授
か
る
（
後
漢
書
東
夷
伝
）

約
１
８
５
０
〜
１
８
４
０
年
前　
　

  

倭
国
大
乱
（
魏
志
倭
人
伝
）

１
７
７
６
年
前
（
西
暦
２
３
８
）　　

邪
馬
台
国
の
女
王
卑
弥
呼
、
魏
国
に
使
者
を
使
わ
す
（
魏
志
倭
人
伝
）

約
１
７
６
７
年
前
（
西
暦
２
４
７
）　

卑
弥
呼
死
去
。
径
百
余
歩
の
塚
を
気
付
い
て
墓
と
し
、
奴
隷
百
余
人
を
殉
葬
し
た
（
魏
志
倭
人
伝
）

約
１
７
０
０
年
前　
　
　
　
　
　
　

  

大
和
朝
廷
が
誕
生　
　

最
初
の
前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
る
（
奈
良
・
箸
墓
古
墳
）

約
１
６
５
０
年
前　
　
　
　
　
　
　

  
町
域
内
に
前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
る
（
東
根
・
古
峯
神
社
古
墳
、
夕
向
原
古
墳
群
）

約
１
６
０
０
年
前　
　
　
　
　
　
　

  

大
和
朝
廷
、
巨
大
前
方
後
円
墳
を
造
る
（
大
阪
・
大
山
陵
古
墳
、
誉
田
御
廟
山
古
墳
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

町
域
内
の
一
般
人
の
生
活
に
『
カ
マ
ド
』
が
普
及
し
は
じ
め
る
（
円
田
・
中
沢
Ａ
遺
跡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

町
域
内
に
や
や
大
き
め
の
古
墳
が
造
ら
れ
る
（
塩
沢
・
宋
膳
堂
古
墳
）

１
４
７
６
年
前
（
西
暦
５
３
８
）　　

仏
教
公
伝

１
４
６
０
〜
１
３
３
０
年
前　
　
　

  

東
北
地
方
太
平
洋
沖
を
震
源
と
す
る
大
地
震
発
生
。
沿
岸
の
広
い
範
囲
が
大
津
波
に
の
ま
れ
る

約
１
４
５
０
年
前　
　
　
　
　
　
　

  

朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡
来
人
に
よ
っ
て
大
陸
の
技
術
が
導
入
さ
れ
る

１
４
１
０
年
前
（
西
暦
６
０
４
）　　

聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
を
制
定

１
３
６
９
年
前
（
西
暦
６
４
５
）　　

大
化
の
改
新

約
１
３
５
０
年
前　
　
　
　
　
　
　

  

大
和
朝
廷
、
円
田
盆
地
に
東
北
地
方
統
治
の
た
め
の
前
線
基
地
を
造
る
（
小
村
崎
・
十
郎
田
遺
跡
）

１
３
４
４
年
前
（
西
暦
６
７
０
）　　

大
和
朝
廷
、
全
国
の
戸
籍
を
整
備
（
庚
午
年
籍
）

約
１
３
１
０
年
前　
　
　
　
　
　
　

  『
日
本
』
と
い
う
国
名
が
使
わ
れ
は
じ
め
る

１
３
１
３
年
前
（
西
暦
７
０
１
）　　

大
宝
律
令
制
定

１
３
０
４
年
前
（
西
暦
７
１
０
）　　

平
城
京
に
遷
都

１
２
９
４
年
前
（
西
暦
７
２
０
）　　

日
本
書
紀
が
作
ら
れ
る
（
日
本
最
初
の
国
家
記
録
書
）

１
２
９
３
年
前
（
西
暦
７
２
１
）　　

刈
田
郡
が
建
置
（
続
日
本
紀
）

１
２
９
０
年
前
（
西
暦
７
２
４
）　　

陸
奥
国
府
多
賀
城
が
造
営

約
１
２
９
０
年
前　
　
　
　
　
　
　

  

円
田
盆
地
に
瓦
葺
き
の
役
所
（
あ
る
い
は
寺
院
）
が
で
き
る
（
平
沢
・
都
遺
跡
）

１
２
６
２
年
前
（
西
暦
７
５
２
）　　

東
大
寺
の
大
仏
建
立

１
２
４
１
年
前
（
西
暦
７
７
３
）　　

刈
田
嶺
神
社
に
神
戸
二
戸
が
授
与
（
新
抄
格
勅
符
抄
）

１
２
２
５
年
前
（
西
暦
７
８
９
）　　

ア
テ
ル
イ
の
乱

１
２
２
０
年
前
（
西
暦
７
９
４
）　　

平
安
京
に
遷
都

１
２
１
３
年
前
（
西
暦
８
０
１
）　　

刈
田
嶺
神
社
、
青
麻
山
頂
か
ら
麓
に
移
設

１
２
１
２
年
前
（
西
暦
８
０
２
）　　

坂
上
田
村
麻
呂
、
ア
テ
ル
イ
率
い
る
エ
ミ
シ
の
軍
勢
を
破
る

１
１
７
０
年
前
（
西
暦
８
４
４
）　　

刈
田
嶺
神
に
従
五
位
下
の
位
階
を
授
与
（
続
日
本
後
記
）

１
１
６
６
年
前
（
西
暦
８
４
８
）　　

刈
田
嶺
神
の
位
階
が
正
五
位
下
に
昇
格
（
続
日
本
後
記
）

１
１
４
５
年
前
（
西
暦
８
６
９
）　　

貞
観
地
震
（
日
本
三
代
実
録
）
刈
田
嶺
神
の
位
階
が
従
四
位
下
に
昇
格
（
日
本
三
代
実
録
）

１
１
０
９
年
前
（
西
暦
９
０
５
）　　

古
今
和
歌
集
が
作
ら
れ
る　
　

刈
田
嶺
神
社
、
国
が
祭
る
神
社
と
し
て
登
録
さ
れ
る
（
延
喜
式
神
名
帳
）

約
１
１
０
０
年
前　
　
　
　
　
　
　

  

こ
の
頃
、
武
士
が
誕
生

　
　約

１
０
８
０
年
前
（
西
暦
９
３
５
）    

紀
貫
之
、
土
佐
日
記
を
執
筆

１
０
７
５
年
前
（
西
暦
９
３
９
）　　

平
将
門
の
乱

約
１
０
３
０
年
前　
　
　
　
　
　
　

  

古
今
和
歌
六
帖
が
作
ら
れ
る
（『
忘
れ
ず
の
山
』
を
詠
ん
だ
歌
を
収
録
）

約
１
０
２
０
年
前　
　
　
　
　
　
　

  

清
少
納
言
、
枕
草
子
を
執
筆
（
枕
草
子
に
『
忘
れ
ず
の
山
』
が
出
て
く
る
）

約
１
０
１
０
年
前　
　
　
　
　
　
　

  

紫
式
部
、
源
氏
物
語
を
執
筆

1 世紀2世紀3世紀4世紀5世紀6世紀7世紀8世紀9世紀１０世紀1000 900 800 700 600 500 400 300 200 100 0

①
最
古
の
記
録
は
神
さ
ま
の
コ
ト

③
忘
れ
ら
れ
な
い
山

②
蔵
王
火
山
を
お
祭
り
す
る
神
社

⑰
忘
れ
ち
ゃ
イ
ケ
な
い
青
麻
山



※この年表は、約３万年前から現在までを取り上げています。現代に近くなるほど情報量が増えるため、
時代によって幅を変えてあります。

※同じ理由で最上部の時代区分も均等な幅ではありません（例えば、縄文時代と江戸時代とでは江戸時代
の方が長く見えますが、実際は縄文時代は約１２０００年間であるのに対して江戸時代は２６４年間）。

※１世紀の間に起ったできごとについてはおおむね前・中・後の３区分に配置しましたが、同時期に複数
のできごとがあった場合はその限りではありません。

旧石器時代旧石器時代縄文時代縄文時代 旧石器時代縄文時代

約
３
０
０
０
０
年
前　
　
　
　
　
　

  

日
本
列
島
に
人
が
暮
ら
し
は
じ
め
る

　
　
　
　
　

  

馬
ノ
背
カ
ル
デ
ラ
が
で
き
る

約
２
８
０
０
０
年
前　
　
　
　
　
　

  

五
色
岳
が
で
き
は
じ
め
る

約
２
０
０
０
０
年
前　
　
　
　
　
　

  

町
域
内
で
最
古
の
人
の
活
動
が
認
め
ら
れ
る
（
持
長
寺
遺
跡
な
ど
）

約
１
４
０
０
０
年
前　
　
　

  　
　
　

日
本
列
島
で
土
器
の
使
用
は
じ
ま
る

約
１
３
０
０
０
年
前　
　
　
　
　
　

  

気
候
が
温
暖
化
し
、
日
本
列
島
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
独
立
島
と
な
る

　
　
　

  

蔵
王
火
山
、
活
動
休
止
期
に
入
る

約
８
０
０
０
年
前　
　
　
　
　
　

      

町
域
内
で
最
古
の
土
器
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
（
明
神
裏
遺
跡
）

約
７
５
０
０
年
前　
　
　
　
　
　
　

  

蔵
王
火
山
の
火
山
活
動
、
活
発
化

約
６
０
０
０
年
前   　
　
　
　
　
　

   

縄
文
人
、
現
在
の
宮
地
区
長
峰
な
ど
で
集
落
を
営
む
（
長
峰
遺
跡
）

約
５
５
０
０
〜
４
０
０
０
年
前　
　

  

青
森
県
域
で
１
５
０
０
年
間
に
わ
た
る
長
期
間
、
大
集
落
が
営
ま
れ
る
（
青
森
県
青
森
市
・
三
内
丸
山
遺
跡
）

約
５
５
０
０
年
前　
　
　
　
　
　
　

  

山
形
県
域
で
『
縄
文
の
女
神
』
と
呼
ば
れ
る
日
本
最
大
の
土
偶
が
作
ら
れ
る
（
山
形
県
舟
形
町
・
西
ノ
前
遺
跡
）

　
　
　
　
　
　

  

縄
文
人
、
現
在
の
永
野
地
区
谷
地
な
ど
で
集
落
を
営
む(

谷
地
遺
跡
）

約
５
０
０
０
年
前　
　
　
　
　
　
　

  

縄
文
人
、
現
在
の
円
田
地
区
鞘
堂
山
な
ど
で
集
落
を
営
む
（
鞘
堂
山
遺
跡
）

約
４
５
０
０
年
前　
　
　
　
　
　
　

  

縄
文
人
、
現
在
の
円
田
地
区
湯
坂
山
な
ど
で
集
落
を
営
む
（
湯
坂
山
Ｂ
遺
跡
）

約
４
０
０
０
年
前　
　
　
　
　
　
　

  

縄
文
人
、
現
在
の
宮
地
区
二
屋
敷
、
永
野
地
区
西
浦
な
ど
で
集
落
を
営
む
（
二
屋
敷
遺
跡
・
西
浦
Ｂ
遺
跡
）

約
３
０
０
０
年
前　
　
　
　
　
　

 　

 

特
殊
な
規
模
の
水
蒸
気
爆
発
。
五
色
岳
付
近
が
凹
地
化
す
る

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

東
北
各
地
で
『
遮
光
器
土
偶
』
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
目
玉
を
し
た
土
偶
が
作
ら
れ
る

２
６
５
０
〜
１
７
５
０
年
前　
　

      

東
北
地
方
太
平
洋
沖
を
震
源
と
す
る
大
地
震
発
生
。
沿
岸
の
広
い
範
囲
が
大
津
波
に
の
ま
れ
る

約
２
５
０
０
年
前　
　
　
　
　
　

      

縄
文
人
、
現
在
の
宮
地
区
下
別
当
、
曲
竹
地
区
鍛
冶
沢
な
ど
で
集
落
を
営
む
（
下
別
当
遺
跡
・
鍛
冶
沢
遺
跡
）

約
２
４
５
０
年
前　
　
　
　
　
　
　

  

日
本
列
島
に
水
田
耕
作
技
術
が
も
た
ら
さ
れ
る

約
２
３
０
０
年
前　
　
　
　
　
　
　

  

日
本
列
島
に
農
耕
文
化
が
定
着
し
は
じ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

弥
生
人
、
現
在
の
曲
竹
地
区
鍛
冶
沢
で
墓
を
つ
く
る
（
鍛
冶
沢
遺
跡
）

約
２
１
０
０
年
前　
　
　
　
　
　
　

  

倭
人
に
よ
る
１
０
０
以
上
の
小
さ
な
国
（
村
落
程
度
の
規
模
）
が
あ
っ
た
（
漢
書
地
理
志
）

時代

で
き
ご
と

年代

世紀

黒…

主
な
日
本
史
上
の
で
き
ご
と

緑…

地
域
に
関
す
る
で
き
ご
と

赤…

蔵
王
火
山
の
で
き
ご
と

蔵
王
火
山
と
噴
火
の
レ
キ
シ
年
表

蔵
王
火
山
と
噴
火
の
レ
キ
シ
年
表

蔵
王
火
山
と
噴
火
の
レ
キ
シ
年
表

蔵
王
火
山
と
噴
火
の
レ
キ
シ
年
表

蔵
王
火
山
と
噴
火
の
レ
キ
シ
年
表


